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出雲弥生の森博物館だより
I Z U M O 　 Y A Y O I N O M O R I 　 M U S E U M

季 刊 弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 26 号 （2017 年 7 月）

よすみちゃん

第26号

★
企
画
展

７
月
15
日
（
土
）
～
９
月
25
日
（
月
）

★
来
館
者
３
０
万
人
を
達
成
！

「
解
明
！
古
代
の『
出い

づ
も
の
こ
お
り

雲
郡
』

― 

そ
の
始
ま
り
か
ら
復
古
ま
で 

―
」

【
入
場
無
料
】

「倉」と記した土器
（後谷遺跡）

来館者 30万人達成のようす

　

平
成
22
年
４
月
29
日
に
開
館
し
て
以

来
、
当
館
は
、
地
元
の
皆
さ
ま
に
愛
さ

れ
る
博
物
館
を
目
指
し
て
運
営
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

４
月
30
日
、
来
館
者

30
万
人
を
達
成
い
た

し
ま
し
た
。

　

30
万
人
目
と
な
っ

た
出
雲
市
在
住
の
安
立
瑠
心
さ
ん
は
、

こ
の
日
開
催
中
の
「
出
雲
弥
生
の
森
ま

つ
り
２
０
１
７
」
を
楽
し
む
た
め
に
、

ご
家
族
で
初
め
て
来
館
さ
れ
た
そ
う
で

す
。
こ
れ
を
機
会
に
、
弥
生
の
森
に
遊

び
に
来
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
お

り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
心
か
ら
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

４　

山
あ
い
の
瓦
工
場　

― 

１
３
０
０
年
前
の
瓦
窯
跡

　

杉
沢
Ⅱ
遺
跡
の
古
代
山
陰
道
に
落
ち

て
い
た
古
代
瓦
。
こ
れ
は
近
く
の
三
井

Ⅱ
遺
跡
に
あ
っ
た
瓦
工
場
の
瓦
で
し

た
。
そ
こ
で
働
い
て
い
た
瓦
職
人
は
備

後
（
広
島
県
北
東
部
）
か
ら
出
張
し
て

き
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
背
景
を
さ

ぐ
り
ま
す
。

●
関
連
講
座　
　
　
　

 

【 

聴
講
無
料 

】

11
月
19
日（
土
）
14
時
～
16
時

「
青
色
を
身
に
ま
と
う
弥
生
人　

 
-

県
内
最
古
の
ガ
ラ
ス
玉
の
発
見-

」

　

【
講
師
】
景
山
こ
の
み

（
出
雲
市
文
化
財
課
）

12
月
3
日（
土
）
14
時
～
16
時

「
鴟し

び尾
復
元
40
年
」

　

【
講
師
】
大
脇　

潔
氏

（
奈
良
文
化
財
研
究
所
名
誉
研
究
員
）

1
月
22
日（
日
、
来
年
）
14
時
～
16
時

「
掘
っ
た
出
た
、
そ
れ
で
？

　

-

発
掘
調
査
と
地
域
の
歴
史-

」

　

【
講
師
】
花
谷　

浩
（
当
館
）

※
い
ず
れ
も
事
前
申
し
込
み
必
要

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク  

11
月
13
日（
日
）・
12
月
10
日（
土
）・

1
月
14
日（
土
）
10
時
～

　

【
講
師
】
花
谷　

浩
（
当
館
）

　
「
出
雲
郡
」
は
古
代
の
出
雲
国
を
構

成
し
た
九
つ
の
郡こ

お
り（
意お

う宇
・
島
根
・
秋あ
き
か鹿
・

楯た
て
ぬ
い縫
・
出
雲
・
神か
ん
ど門
・
飯
石
・
仁
多
・
大

原
）の一つ
で
、
現
在
の
出
雲
市
斐
川
町

か
ら
大
社
町
に
か
け
て
の
地
域
に
相
当

し
ま
す
。

　

こ
の
地
域
で
は
、
後
谷
遺
跡
・
杉
沢

遺
跡
群
・
青
木
遺
跡
・
鹿
蔵
山
遺
跡
な

ど
、
注
目
度
の
高
い
古
代
の
遺
構
や
遺

物
が
数
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
こ
れ
ま
で
は
個
々
の
遺
跡
で
取

り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、古
代
「
出

雲
郡
」
と
し
て
総
合
的
に
展
示
さ
れ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
、
初
め
て
陳
列
す
る

も
の
に
後
谷
遺
跡
・
稲い

な
ぎ城
遺
跡
・
小
野

遺
跡
の
資
料
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
遺
跡
は
出
雲
郡
家
（
出
雲

郡
の
役
所
）
に
関
わ
る
遺
跡
と
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
考
古

学
的
な
資
料
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
の
企
画
展
に
際
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
見
つ
か
っ
た
資
料

を
整
理
し
た
と
こ
ろ
、「
大お

お
と
の殿
」「（
天
平
）

十
三
年
」
な
ど
の
郡
家
の
存
在
に
関
わ

る
文
字
が
記
さ
れ
た
土
器
を
確
認
し
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
、
天
平
の
年
を
記
し

た
土
器
は
、
平
城
京
跡
を
除
く
と
、
全

国
で
も
２
例
目
の
発
見
で
す
。
さ
ら
に
、

緑り
ょ
く
り
ゅ
う
と
う
き

釉
陶
器
と
い
っ
た
当
時
で
は
高
級
な

焼
き
物
な
ど
も
見
つ
か
っ
て
い
て
、
こ
れ

ら
の
遺
跡
が
出
雲
郡
家
の一
部
で
あ
っ
た

可
能
性
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
安
時
代
後
半
の
土
器
も

多
数
確
認
で
き
ま
し
た
。
当
時
の
文
書

に
よ
る
と
、
遺
跡
の
周
辺
は
「
出
西
本

郷
」
と
呼
ば
れ
、
斐
川
平
野
に
お
け
る

出
雲
大
社
領
の
開
発
拠
点
で
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
多
数
の
土
器
は
、
遺

跡
の
周
辺
が
そ
の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
を

裏
付
け
る
も
の
と
言
え
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
頃
に
「
出
雲
郡
」
は
消
滅
し
、
遺

跡
の
周
辺
に
存
在
し
た
の
は
郡
家
か
ら

性
格
を
変
え
た
施
設
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
後
谷
遺
跡
・
稲
城
遺

跡
・
小
野
遺
跡
の
資
料
か
ら
古
代
の

「
出
雲
郡
」
の
消

し
ょ
う
ち
ょ
う
長
が
見
え
て
く
る
展

示
と
な
っ
て
い
ま
す
。　
（
髙
橋　

周
）
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★
博
物
館
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

　

こ
ん
に
ち
は
、ア
テ
ン
ダ
ン
ト
で
す
。

　

皆
さ
ん
は
「
西
谷
の
丘
」
か
ら
の
夕

日
を
、
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
？

　

夕
日
と

言
え
ば
、

私
た
ち
が

住
ん
で
い

る
出
雲
が

「
日
が
沈

む
聖
地
出

雲
～
神
が

創
り
出
し
た
地
の
夕
日
を
巡
る
～
」
と

い
う
ス
ト
ー
リ
ー
で
「
日
本
遺
産
」
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
雲
神
話
の
舞
台
と
な
っ
た
「
稲
佐

の
浜
」「
日
御
碕
」
な
ど
島
根
半
島
西

端
の
海
岸
か
ら
見
る
こ
と
の
で
き
る
夕

日
の
美
し
さ
に
心
を
う
ば
わ
れ
る
方
々

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
弥
生
時
代
に

出
雲
王
が
葬
ら
れ
た
西
谷
３
号
墓
か
ら

見
る
夕
日
も
と
っ
て
も
綺
麗
で
す
。

　

亡
き
王
た
ち
も
、
夕
日
に
祈
り
を
捧

げ
、
人
々
の
穏
や
か
で
豊
か
な
明
日
を

願
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
こ
西
谷
の
丘
か
ら
の
夕
日
に
思
い

を
馳
せ
、
古
か
ら
紡
が
れ
て
き
た
歴
史

の
風
を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
西
谷
の
丘
」
か
ら
み
る
夕
日

第26号
「
伝
説
の
教
科
書
を

　
　

作
っ
た
郷
土
の
偉
人

～
塩
野
直
道
物
語
～
」

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

★
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー展

示
作
品
募
集
中

県高文連新聞専門部　新聞作成
コンクール作品展　準備のようす

西谷３号墓から見た夕日

文部省時代の塩野直道（1935）
「随流導流」啓林館より

６
月
21
日
（
水
）
～
10
月
16
日
（
月
）

　

昭
和
９
年（
１
９
３
４
）、
今
日
の

日
本
の
教
育
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

伝
説
の
教
科
書
が
登
場
し
ま
す
。『
尋

常
小
学
算
術
』、
通
称
「
緑み

ど
り
び
ょ
う
し

表
紙
」
で

知
ら
れ
る
教
科
書
は
、
国
内
の
み
な
ら

ず
世
界
で
も
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
科
書
の
編
集
に
は
、
簸
川
郡
園

村（
現
出
雲
市
東
園
町
）出
身
の
塩し

お
の野

直な
お
み
ち道
が
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

直
道
は
明
治
31
年（
１
８
９
８
）に
、

代
々
庄
屋
や
地
主
を
担
う
塩
野
家
の
長

男
と
し
て
誕
生
し
ま
す
。
そ
の
後
、
西

園
小
学
校（
現
長
浜
小
学
校
）、
杵
築

中
学
校（
現
大
社
高
校
）で
学
び
、
第

三
高
等
学
校（
現
京
都
大
学
総
合
人
間

学
学
部
）を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学（
現

東
京
大
学
）物
理
学
科
へ
進
み
ま
す
。

東
大
卒
業
後
は
、
松
本
高
等
学
校（
現

信
州
大
学
）の
教
授
に
な
り
ま
す
が
、

大
正
３
年（
１
９
２
４
）に
文
部
省
図

書
局
で
教
科
書
の
編
集
や
審
査
を
す
る

図
書
監
修
官
に
就
任
し
ま
す
。
こ
の
と

き
直
道
が
責
任
者
と
し
て
編
さ
ん
し
た

の
が
、伝
説
の
教
科
書「
緑
表
紙
」で
す
。

　

博
物
館
で
は
、
出
雲
市
内
で
活
動
さ

れ
て
い
る
み
な
さ
ま
の
作
品
や
成
果
を

発
表
す
る
場
と
し
て
、「
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

使
用
料
金

　

無
料

展
示
期
間　

　

原
則　

７
日
間
（
延
長
可
）

　
　

※
準
備
及
び
撤
去
は
休
館
日

貸
出
備
品

　

・
展
示
用

　
　

パ
ネ
ル
６
枚　

　

・
長
机
６
台

　

・
イ
ー
ゼ
ル
３
台

※
詳
し
く
は
、
博
物
館
ま
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
入
場
無
料
】

　
「
緑
表
紙
」
は
小
学
一
～
六
年
生
用

が
発
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に
低
学
年

の
児
童
用
に
は
カ
ラ
ー
の
挿
絵
が
ふ
ん

だ
ん
に
用
い
ら
れ
、「
絵
本
の
よ
う
な

教
科
書
」
と
称
賛
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
四
年
生
用
に
盛
り
込
ま
れ
た
珠
算

で
は
、
使
用
す
る
そ
ろ
ば
ん
を
「
四
つ

珠
そ
ろ
ば
ん
」と
明
記
し
た
こ
と
か
ら
、

以
降
、「
五
つ
珠だ

ま

そ
ろ
ば
ん
」
で
は
な

く
「
四
つ
珠
そ
ろ
ば
ん
」
が
一
般
に
普

及
し
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
直
道
は
、
金
沢
高
等
師
範
学

校
の
校
長
を
経
て
、
教
科
書
出
版
社
の

啓
林
館
で
代
表
取
締
役
を
務
め
、
昭
和

44
年（
１
９
６
９
）に
急
逝
す
る
ま
で
、

教
科
書
監
修
に
心
血
を
注
ぎ
ま
す
。

　

今
回
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
で
は
、
文
部

省
の
役
人
、
教
育
者
、
啓
林
館
の
取
締

役
と
い
っ
た
直
道
の
足
跡
を
た
ど
り
、

日
本
の
算
数
教
育
に
残
し
た
彼
の
大
き

な
功
績
に
、
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
三
原
一
将
）
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第26号

★
祝
！
日
本
遺
産
認
定

「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲

　

～
神
が
創
り
出
し
た
地
の

夕
日
を
巡
る
～
」

　

平
成
29
年
４
月
28
日
、
出
雲
市
が
文

化
庁
に
申
請
し
て
い
た
夕
日
に
ま
つ
わ

る
ス
ト
ー
リ
ー
「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲

～
神
が
創
り
出
し
た
地
の
夕
日
を
巡
る

～
」
が
、「
日
本
遺
産
」
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。

●
日
本
遺
産
と
は

　
「
日
本
遺
産
」
は
、
日
本
各
地
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
、
歴
史
的
な
魅
力
や

特
色
を
語
る
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
文
化

庁
が
認
定
す
る
も
の
で
、
平
成
27
年
か

ら
始
ま
っ
た
取
組
で
す
。

　

世
界
遺
産
や
国
宝
な
ど
の
指
定
文
化

財
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
文
化
財
の
価
値

を
評
価
し
て
保
全
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
が
、「
日
本
遺
産
」
は
、

地
域
に
点
在
す
る
有
形
・
無
形
の
文
化

財
を
ス
ト
ー
リ
ー
で
つ
な
ぎ
、
指
定
・

未
指
定
を
問
わ
ず
「
面
」
と
し
て
一
体

的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
全
国
か
ら
申
請
の
あ
っ

た
79
件
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
中
か
ら
、
出

雲
市
も
含
め
て
17
件
の
ス
ト
ー
リ
ー
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
島
根
県
内
で
は
一

昨
年
の
津
和
野
町
、
昨
年
の
雲
南
市
・

安
来
市
・
奥
出
雲
町
の
共
同
認
定
に
続

い
て
、
３
年
連
続
、
３
件
目
の
日
本
遺

産
と
な
り
ま
す
。

　

出
雲
市
で
は
今
回
の
認
定
を
受
け
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
広
く
情

報
発
信
し
、
地
元
の
方
々
に
興
味
を

持
っ
て
現
地
へ
行
っ
て
も
ら
っ
た
り
、

よ
り
多
く
の
観
光
客
に
来
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
様
々
な
地
域
活
性
化
事
業
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

●
認
定
ス
ト
ー
リ
ー
の
概
要

　

島
根
半
島
西
端
の
海
岸
線
は
、
出
雲

神
話
の
舞
台
と
な
っ
た
「
稲
佐
の
浜
」

と
「
日
御
碕
」
の
名
で
親
し
ま
れ
、
そ

こ
か
ら
見
る
夕
日
は
絶
景
で
す
。
し
か

し
、
こ
の
海
岸
線
に
夕
日
に
ち
な
ん
だ

お
社
で
あ
る「
天あ

め
の
ひ
す
み
の
み
や

日
隅
宮
」（
出
雲
大
社
）

と
「
日ひ

し
ず
み
の
み
や

沉
宮
」（
日
御
碕
神
社
）
が
祀

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

古
来
、大
和
の
北
西
に
あ
る
出
雲
は
、

日
が
沈
む
聖
地
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
出
雲
の
人
々
は

夕
日
を
神
聖
視
し
て
、
畏
敬
の
念
を
抱

い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

海
に
沈
む
こ
の
地
の
美
し
い
夕
日

は
、
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
の
祈
り
の
歴

史
を
語
り
継
い
で
い
ま
す
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
の
全
文
は
、
出
雲
弥
生

の
森
博
物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日本遺産
公式ロゴマーク

出雲日御碕灯台の夕日

宇龍・権現島

日御碕・経島

日御碕神社（日沉宮）

大土地神楽

茜色に染まる夕暮れの稲佐の浜

●
構
成
文
化
財

　
「
日
が
沈
む
聖
地
出
雲
」の
ス
ト
ー

リ
ー
は
、
稲
佐
の
浜
、
出
雲
大
社
、
長

浜
神
社
、
日
御
碕
神
社
、
大お

お
ど
ち
か
ぐ
ら

土
地
神
楽
、

筆ふ
で
な
げ
じ
ま

投
島
、
出
雲
日
御
碕
灯
台
、
日
御
碕

神
社
の
神み

ゆ
き幸
神し
ん

事じ

な
ど
、
23
件
の
有

形
・
無
形
の
文
化
財
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
速
報
展
示

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
の
速
報
展
示

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
認
定
さ
れ
た
日
本
遺

産
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

展
示
期
間　

７
月
31
日（
月
）ま
で

（
梶
谷
淳
司
）
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将
棋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

７
月
30
日
（
日
）

「
プ
ロ
棋
士
指
導
対
局
」

　

９
時
～
12
時

「
第
７
回　

里
見
香
奈
杯
争
奪

出
雲
弥
生
の
森
ジ
ュ
ニ
ア
将
棋
大
会
」

　

13
時
～
17
時

　
（
当
日
の
見
学
は
自
由
で
す
。）

〔
問
〕大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

【
電
話 
２
１
‐
７
５
８
０
】

弥
生
の
森
お
月
見
コ
ン
サ
ー
ト

９
月
23
日
（
土
・
祝
）
18
時
～

　

秋
の
一
夜
、
お
月
見
と
素
敵
な
演
奏

で
癒
し
の
ひ
と
と
き
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。　
　
（
弥
生
の
森
お
お
つ
主
催
）

前
売
券
５
０
０
円
・
当
日
券
７
０
０
円

　
（
中
学
生
以
下
無
料
）

　

８
月
上
旬
か
ら
発
売
予
定
。

〔
問
〕大
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

【
電
話 

２
１
‐
０
１
７
２
】

企
画
展
関
連
講
演
会
　
　
　【 

無 

料 

】

「
解
明
！
古
代
の『
出
雲
郡
』

― 
そ
の
始
ま
り
か
ら
復
古
ま
で 

―
」

★
講
演
会
・
講
座
の
ご
案
内

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
職
員
リ
レ
ー
講
座

９
月
30
日
（
土
）

「
出
雲
に
生
き
た
縄
文
人
の
足
跡

　
― 

京
田
遺
跡
の
発
掘
調
査
か
ら

　
　
　
広
が
る
縄
文
時
代
の
世
界 

―
」

　
【
講
師
】
幡
中
光
輔
（
当
館
）

　
●

受
講
料　

３
０
０
円

※
い
ず
れ
も
14
時
～
16
時

　

事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

★
博
物
館
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

藍
の
生
葉
染
め
体
験
教
室

８
月
11
日(

金
・
祝)

９
時
30
分
～
12
時

　
●

場　
　

所　

た
い
け
ん
学
習
室

　
●

募
集
人
数　

20
人　
●

参
加
無
料

※
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

７
月
16
日
（
日
）

「『
出
雲
国
風
土
記
』
は

　
中
世
出
雲
に
存
在
し
た
の
か
？

―
新
発
見
の
出
雲
郡
建
部
郷
・

波
迦
神
社
の
棟
札
を
め
ぐ
っ
て
―
」

　
【
講
師
】
髙
橋　

周
（
当
館
）

８
月
６
日
（
日
）

「
神
の
時
間 

― 

『
出
雲
国
風
土
記
』
の

出
雲
郡
を
め
ぐ
っ
て 

―
」

　
【
講
師
】
荻
原
千
鶴
氏

　
（
お
茶
の
水
女
子
大
学
名
誉
教
授
）

８
月
20
日
（
日
）

「
古
代
出
雲
国
と『
郡
的
世
界
』の
実
像
」

　
【
講
師
】
森　

公
章
氏

　
（
東
洋
大
学
教
授
）

　

４
月
か
ら
館
長
と
な
り
、
弥
生
の
森

ま
つ
り
で
は
大
津
小
学
校
６
年
生
の
み

ん
な
に
「
お
お
つ
の
歴
史
」
に
つ
い
て

話
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
鋭
い
質

問
に
た
じ
た
じ
と
な
り
、
大
汗
を
か
き

ま
し
た
。
大
津
の
子
た
ち
が
み
せ
た
学

ぶ
姿
勢
は
頼
も
し
か
っ
た
で
す
。

　
「
学
び
」
に
つ
い
て
私
に
は
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
25
年
以

上
前
に
行
っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
こ
と

で
す
。
１
９
９
４
年
の
彼
の
地
は
、
未

だ
ポ
ル
ポ
ト
派
が
健
在
で
治
安
も
悪

く
、
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
の
中
を
武
装

兵
士
が
警
備
す
る
よ
う
な
状
況
で
し

た
。

　

出
発
前
に
ク
メ
ー
ル
語
会
話
集
を
入

手
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
言
語
を
覚
え
よ

う
と
し
ま
し
た
が
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ

か
ら
流
れ
る
そ
の
言
葉
は
私
の
耳
に
は

「
鳥
の
鳴
き
声
」
と
し
か
聞
こ
え
ま
せ

ん
。『
日
本
書
紀
』
の
中
に
外
国
の
人

の
言
葉
を
「
韓
（
か
ら
）
さ
え
ず
り
」

と
表
現
し
て
あ
っ
た
の
が
納
得
で
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
で
も
会
話
集
は
現
地
ま
で
持
っ

て
行
き
ま
し
た
。
あ
る
日
、
食
堂
に
入

り
そ
の
本
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
く

と
、
10
代
半
ば
く
ら
い
の
店
の
女
の
子

が
、
そ
の
本
を
見
つ
け
る
や
手
に
取
っ

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

て
読
み
始
め
た
の
で
す
。

　

一
文
字
一
文
字
、
注
文
を
取
る
の
も

忘
れ
て
読
み
ふ
け
っ
て
い
ま
す
。
文
字

を
読
め
る
と
い
う
こ
と
が
う
れ
し
い
の

で
し
ょ
う
、
口
も
と
に
浮
か
ん
だ
笑
み

が
頬
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
幼

い
こ
ろ
は
戦
乱
で
学
校
に
行
け
ず
、
よ

う
や
く
学
び
の
場
を
得
る
だ
け
の
平
和

が
訪
れ
た
の
だ
、
と
容
易
に
察
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

２
年
後
に
現
地
を
再
訪
す
る
と
、
学

校
へ
通
う
生
徒
た
ち
が
制
服
を
身
に
着

け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

姿
は
学
び
の
希
望
に
あ
ふ
れ
、
ほ
ん
と

う
に
輝
い
て
い
ま
し
た
。（
花
谷　

浩
）


